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	ヒト主要組織適合遺伝子複合体クラスI領域に同定されたGNL1遺伝子は、マウスのGNL1遺伝子と高い相同性を示す。GNL1遺伝子はHLA-Eの2kb未満のセントロメア側に位置し、同じ転写方向にある。GNL1はHLA-BおよびHLA-Cのテロメア側に位置する。[RefSeq提供、2008年7月],ドメイン：他のGTP結合タンパク質とは対照的に、このファミリーはG4-G1-G3パターンで表されるGTPaseモチーフの円順列を特徴とする。,機能：組織適合遺伝子クラスターとの調節的または機能的な関連が考えられる。,PTM：DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性：MMR1/HSR1 GTP結合タンパク質ファミリーに属する。,
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	GNL1抗体を用いたJurkat細胞、LOVO細胞、K562細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GNL1ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	GNL1ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

